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フエ周辺における水上居住民の生活様式と文化生活について
グエン・クアン・チュン・ティエン
（吉本康子　訳）
The Lifestyle and Cultural Life of Boat Dwellers in Huế and the Surrounding
NGUYỄN Quang Trung Tiến
　北部からの移民の一部がフエの水上に生活するようになったのは14世紀ごろである。
18世紀のフエ王朝は、水上生活者をヴァンと呼ばれる単位に編成し、管理した。その後、
様々な再編を経て、現在のフエには11の水上集落が存在する。彼らの多くは漁業に従
事しているが、長期にわたる形成の歴史と複雑な起源を有し、特殊な生活環境にある
信仰・文化的な生活と習慣は独特である。1975年以降、政府は水上居民の陸上への定
住化政策を進めている。
キーワード：水上居住民、Vạn（ヴァン）、フオン川、水母信仰、河伯信仰
　H
フ エ
uếは阮主時代（1636‒1785年）のベトナム広南国の拠点であり、また1786年から1945年にかけて、
西
タイソン
山朝と阮
グエン
朝という 2つの王朝下におけるベトナムの都であった。そのため、この地域の河川網は極め
て特殊であり、自然河川と人口河川が繋がってフエの都を守る「護城河」を築いている。
　王宮を中心とするフエの河川システムは、南方をフオン川が護り、残る三方は、西方にK
ケー
ẻ V
ヴァン
ạn運河
がフオン川と垂直に交わり、北方のA
アン
n H
ホ ア
oà運河がK
ケー
ẻ V
ヴァン
ạn川と垂直に交わり、東方のドンバー運河がア
ンホア川とフオン川と垂直に交わって成り立っている。四本の川が四角形をつくってフエの王宮を囲み、
フエ周辺の小河川B
バ ッ ク
ạch Y
イエン
ến川、L
ロ イ
ợi N
ノ ン
ông川1）、B
ビ ン
ình L
ルック
ục川、B
ボー
ồ川と合流し、すべてがタムザン潟湖－
カウハイ沼に流れ込み、海へ注ぐ。
　フエは国土の中心にあり、豊富な河川網をもつ。こうした特徴を持つフエの住民共同体形成過程にお
いて、周辺河川に漂流する船群は、移住時期も出身地や社会層も異なるさまざまな住民の集合体であっ
た。その住民は陸の生活者とは社会的、文化的な差異が認められる都市部の水上生活者独特の生活様式
をもつ社会的コミュニティーを形成した。
 1） Lợi Nông川の別名はBến Ngự、Phủ Cam、An Cựuなどがある。
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1 ．フエにおける水上居民形成史と地理的分布
1.1　フエの水上居民形成史
　大越の辺境にありながら、14世紀初頭の化州ではさまざまな住民の集住と事業が生じていた。北から
の大量の移民と在地民の人口増加によって、16世紀半ばまでには、周辺河川流域の河岸と水上にかなり
の数の住民が存在した（水上居民 cư dân thủy diện）。楊
ズオン
文
ヴァンアン
安が1553年の著書『烏州近録（Ô châu cận 
lục）』のなかで「少し驩
ホアン
愛
アイ
（Hoan‒Ái）地方の言葉に似る」と記しているように、彼らの多くは T
タ イ ン
hanh 
H
ホ ア
óa、N
ゲ
ghệ A
アン
n、 H
ハー
à T
ティン
ĩnhの出身者であった。恐らくは、海路や陸路を辿って北部から移住した漁民か、
貧しさのため水上での生活を余儀なくされた陸上生活者か、水上で生計を立てる術を探していた元兵士
あるいは流刑罪となった元囚人たちであろう2）。
　学識が低く、常に「魚に追従する」不安定な漂流生活に加え、いつ陸に上がるか水上に降りるかもわ
からない暮らしを送る水上生活者は、祖先の埋葬場所についても明確に覚えていないことが多く、コミ
ュニティーの安定を保ち続けるのは困難である。フエが都となった18世紀末から19世紀初頭、封建国家
は管理面での便宜を図るため水上生活者を「江杤（v
ヴァン
ạn）」に編成し、フエ地域における水上集落、江杤度
（vạn đò）が形成された3）。
　19世紀後半には、嗣
トゥー
徳
ドゥック
帝（1848‒1883年）の下で、承
トゥアティエン
天府 香
フオントゥイー
水 県に、陸地を持たない13の水上
居民のむら（làng）からなる網
ヴォンニー
二（Võng Nhi）総が置かれた4）。1886年の同
ドンカイン
慶帝下において、網二総に属
す水上居民の居住単位の数は、フエ周辺の河川および沼潟の各集団を合わせて16の村
トーン
（thôn）、 邑
アップ
 （ấp）、 
甲
ザップ
（giáp）5）に増加した。
　仏領期にフエ市社（thị xã Huế）が誕生した時も（1899年）、後にそれがフエ城舗（thành phố Huế）へ
と格上された際も（1929年）、水上居民は香
フオントゥイー
水県（huyện Hương Thủy）i）の管理下にあった。独立後の
1946年初頭、革命政府の管理下に置かれたフエ城舗は、阮朝のフエ都城と承
トゥアティエン
天省（tỉnh Thừa Thiên）ii）
の富
フー
栄
ヴァーン
県（huyện Phú Vang）iii）、フオントゥイー県の一部を領有することで、その領土が拡大された。
この時のフエ城舗は 8つの直属の区
クーフォー
舗（khu phố）に分かれており、各区舗は 1から 8までの数で呼ばれ
た。そのうち第 8区舗がフオン川および城舗の管理下にある近隣河川の水上集落地域を包括した。ザー
ヴィエン橋からバオヴィン橋に至り、ヴィーザ市場までの地域と、ヘン中洲を囲む地域である6）。フエ周
辺の水上集落が城舗による直接的な行政管理を受けたのはこれが最初である。
 2） Nguyễn Quang Trung Tiến, “Quá trình tụ cư khai phá mặt nước của cư dân đầm phá Hóa Châu‒Thừa Thiên Huế”, Cố 
đô Huế xưa và nay, NXB Thuận Hoá, Huế, 2005年，85‒86頁．
 3） Nguyễn Quang Trung Tiến, 前掲，2005年，89‒90頁．
 4） Nguyễn Quang Trung Tiến, Ngư nghiệp Việt Nam nửa đầu thế kỷ XX, NXB Thuận Hoá, Huế, 1995年，118‒119頁．
 5） トゥアティエン‒フエ省人民委員会（Địa chí Thừa Thiên Huế, Phần Dân cư‒Hành chính, Bản báo cáo nghiệm thu chính 
thức, 2009年，Huế）によると、同慶帝下のヴォンニ総における水上居民の居住単位は、Q
ク ア ン
uảng T
テー
ế, T
チ ュ ン
rung A
アン
n, P
フ
hụ 
Q
ク ア ン
uảng, C
チ ャ イ ン
hánh Q
ク ア ン
uảng, N
ギ ア
ghĩa Q
クアーン
uán, H
ホア―
òa X
ス ア ン
uân, T
チ ョ ン
rọng Đ
ドゥック
ức, A
アン
n T
ト ー ン
hôn, A
アン
n T
ト ー ン
hôn T
ト ゥ オ ン
hượng, K
キ ン
inh D
ザ ン
ân, G
ザ ー ン
iang H
ホー
ồの各 村
トーン
（thôn）、 T
タ ン
ân T
ト ゥ イ
hủy邑（ấp）、M
ミ ュ ウ
iêu N
ニャー
ha T
ト ゥ オ ン
hượng（上ミュウニャー）, M
ミ ュ ウ
iêu N
ニャー
ha H
ハ
ạ（下ミュウニャー）, M
ミ ュ ウ
iêu N
ニャー
ha T
チ ュ ン
rung
（中ミュウニャー）, M
ミ ュ ウ
iêu N
ニャー
ha Đ
ド ン
ông（東ミュウニャー）の各甲
ザップ
（giáp）の16単位に増えた。
 6） Thành uỷ Huế , Sơ thảo lịch sử Đảng bộ thành phố Huế 1945‒1975, Tập II, NXB Thuận Hoá, Huế, 1995年 , 26頁 .
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　1947年 2 月のフエ再占領時、フランスは嘉
ザーホイ
会（Gia Hội）と安
アンクー
䡰（An Cựu）に二つの監視局（Nha Bang 
tá）を設置し、フエの治安維持に当たらせたが、1949年 4 月29日にはこれを廃止した。1950年10月11日、
中越守憲府（Phủ Thủ hiến Trung Việt）の議定によりザーホイとアンクーの監視局が再び設立され、さ
らに城
タインノイ
内（Thành Nội）にも監視局が置かれた。1951年11月13日、中越守憲府の議定によりこれらの監
視局が廃止され、フオン川の左岸と右岸に 2つの警察郡（Quận cảnh sát）が設置された。左岸警察郡は、
17の坊
フオン
（phường）と10の水上集落（vạn đò）（A
アン
n H
ホ イ
ội, T
タ ン
ân B
ブ ウ
ửu, L
ロ イ
ợi T
タ イ ン
hành, T
タ ン
ân L
ラップ
ập, T
チ ュ オ ン
rường Đ
ド
ộ, P
フ ー
hủ 
C
カ ム
am, P
フ ー
hú T
ティエン
iền, N
グ ー
gư H
ホ
ộ, L
ラ イ ン
anh C
カ イ ン
anh, L
ロ イ
ợi N
ノ ン
ông）7）を含む範囲を監視した。
　ジュネーブ協定（1954年 7 月21日）の後、ベトナムは一時的に南と北に分割された。ベトナム共和国
政府の第57A文書（1956年10月24日）によると、トゥアティエンの省都がフエにおかれているにもかか
わらず、フエ市社はトゥアティエン省と同級の行政単位ということになっている。フエ市社には22の坊
と11の水上集落があることから、坊（phường）と集落（vạn）という基礎級の行政単位をもって再組織化
されたことがわかる8）。この時点で、 フエ市社におけるフオン川および各人工河川流域の水上集落は、11
村（フーティン、タンラップ、ラインカイン、チュオンド、T
チ ョ ン
rọng Đ
ドゥック
ức, アンホイ、タンブウ、グーホ、
ロイタイン、フーカム、ロイノン）存在した9）。
　1968年 5 月 4 日、サイゴン内務省総長は、市社における区舗行政単位組織規制決定に関する1967年 6
月15日357号議定（nghị định 357‒DUHC/NC/ND）、フエ市社における 3つの郡（quận）の設立に関する
議定、1966年 2 月18日フエ市社評議会文書398号（số 398‒TX/HCTQ）、および、フエ市社長の提議に基
づき、フエ市社における基礎級の行政単位を33の坊および万から10の区舗に再編する319議定（nghị định 
số 319‒BNV/NC/19）を公布した。これによって、各坊および万は、各区舗に直属する31の坎
コーム
（khóm）
に再編された。ここにおいて、フエの行政は、31坎
コーム
（khóm）を統括する10区舗からなる 3郡、すなわち、
区舗、郡、市社という 3 つの級で構成されることになった。そして、フエの11の水上集落、すなわち、
フーティエン、タンラップ、ラインカイン、チュオンド、チョンドゥック、アンホイ、タンブウ、グー
ホ、ロイタイン、ロイノン、フーカムは坎として改められ、二郡（Quận Nhì）に属す豊
フー
安
アーン
（Phú An）iv） 
区舗を形成した10）。
　1972年 8 月22日ベトナム共和国政府内務省の各区舗の坊への変更に関する第553号議定（nghị định 553/
BNV/HCDP/26‒X）公布により、11の水上集落からなるフーアン区舗はフーアン坊と呼ばれることにな
った。1972年当時のフエにおけるフーアン坊水上集落の人口は18,921人。彼らはおよそ2000隻の船に暮
らしていたとされる。この人数は当時のフエ市社の総人口197,530人のうち9.58パーセントを占めてい
 7） Thành uỷ Huế , 前掲書 , 1995年 , 26頁 .
 8） Nguyễn Quang Trung Tiến, “Từ các cuộc cải tổ đơn vị hành chính ở Huế, nghĩ về sự phát triển bền vững đô thị Huế”, 
Huế Xưa và Nay, số 46, 2001年，61頁．
 9） Nguyễn Quang Trung Tiến, “Biến đổi địa giới hành chính đô thị Huế trong hai thế kỷ XIX‒XX”, Thay đổi của văn 
hoá truyền thống ở Thừa Thiên Huế‒ Tiếp cận từ Nhân loại học và Sử học từ trong và ngoài nước （Song ngữ Nhật‒Việt）, 
Viện Nghiên cứu Văn hoá châu Á, Đại học Toyo xuất bản, Tokyo, Nhật Bản, 2009年，410‒411頁．
10） Nguyễn Quang Trung Tiến, “Về cuộc cải tổ hành chính đô thị Huế thời kỳ 1965‒1968” , Thông tin Khoa học và Công 
nghệ, Sở Khoa học Công nghệ Thừa Thiên Huế, số 2, 1999年 , 135‒136頁 .
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た11）。
　1975年以後、フエはトゥアティエン省の省都として発展した。新たな環境に相応しい行政単位の調整
によって、フエ城舗は郡を廃止、坊を区舗とし、城舗直属の11区舗を置いた。この調整によって、11の
水上集落を包含するフーアン坊は再びフーアン区舗と呼ばれることになった。しかし、1976年 9 月18日
ベトナム社会共和国政府評議会第164号議定の公布により、解放されたばかりの地域における各区舗が坊
に変更されることになったため、1976年 9 月からは、フエ城舗にある11区舗が11坊となった。従って、
11の水上集落を包含したフーアン区舗は再びフーアン坊と呼ばれることになった。フーアン坊は1979年
3 月11日に解体され、11の水上集落は、フエ城舗 P
フ ー
hú C
カ ッ
át坊に編入された12）。それ以降、フエの水上居
民は、陸上にある坊級の行政単位によって直接的に管理されることになった。
　1979年の新経済地区への建設移民移植の実施によって、少数の水上居民がフオン川上流へ移動させら
れ、 H
フ オ ン
ương T
チャー
rà県のL
ル オ ン
ương M
ミ ュ ー
iêuおよびB
ビ ン
ình Đ
ディエン
iềnで生活するようになった。また1983年から1995年にか
けては、国家の定住化政策によりフエの多くの水上居民が船を下り、フエ城舗に属すT
チ ュ オ ン
rường A
アン
n、 P
フ ッ ク
hước 
V
ヴ ィ ン
ĩnh、 K
キ ム
im L
ロ ン
ong、 P
フ ー
hú H
ハ ウ
ậuの各坊にある定住地区で陸の生活を送るようになった。1995年までに、水上
で生活するフエの水上居民の数は実に887戸、6278人となった13）。
　2004年、フエ城舗 v）は水上集落民の再定住化および生活安定プロジェクトを立ち上げた。2008年 1 月
22日ベトナム政府首相第117号文書（văn bản số 117/TTg/KTTH）は、このプロジェクトを展開するた
めの予算を中央から暫定的に充当することを、トゥアティン－フエ省人民委員会に許可した。
　2008年から、フエ市は市内の河川で漂流生活を送る1069戸、およそ7000人の全ての水上居民を陸に定
住させるプロジェクトを展開中である14）。フエ周辺の水上居民は、フエ市 P
フ ー
hú H
ハ ウ
ậu坊およびH
フ オ ン
ương S
ソ
ơ
坊、もしくは、フーヴァン県 P
フ ー
hú M
マ ウ
ậu社に設置された各定住地区に順に配置され、そこで生活する。地
方政権は2010年 3 月までに890戸の水上居民の家庭を定住させた。残る世帯についても近いうちに定住配
置させる予定である。 
1.2　フエにおける水上集落の地理的分布
　フエの各水上集落は以前から漁業あるいは川砂の採取を生業とする人々の共同体である。そこには集
落の主たる船着き場、水と密着した生活がある。水上の各集落（vạn）には「n
ノーック
ôốc （t
ト ゥ エ ン
huyền）」とも呼ば
れる船がおよそ25から30隻あるのだが、これは陸上における村
トーン
（thôn）やソーム （xóm）と同じくらい
の規模である。各集落の名称は、集落の生業と密接に関わるものであるか（例えばラインカイン集落の
名称は、魚を網におびき寄せるために漁民が小さい罠を打ち、ラインカインという音を立てることに由
来している）、 集落が誕生した場所の地名であるか（フーカムやロイノン）、あるいは以前の集落の名前
をとったもの（チョンドゥック集落の名は、クアンチのソン三差路［Ngã Ba Sòng］にあるチョンドゥ
11） Phan Hoàng Quýの “Những con đò trên sông Hương” Thông tin Khoa học và Công nghệ,  Ban Khoa học và Kỹ Thuật 
tỉnh Thừa Thiên Huế, số 1, 1992年，62, 63, 69頁 .の統計資料より引用。
12） Nguyễn Quang Trung Tiến, 前掲，2009年，416頁．
13） 1995年フエ市人民委員会報告のデータから引用
14） 出典 : www.tintuc.xalo.vn.
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ックからとった） である。
　フエ周辺の水上居民のコミュニティーの形成過程は極めて複雑で長期にわたる。このコミュニティー
は何世紀にもわたって連続的に変遷してきたフエの社会、文化、政治、経済の、そして移民過程の結果
として存在する。従って水上居民の地理的な分布は常に流動的である。 
　各集落の職業的特徴、信仰宗教、血縁関係、婚姻家族関係などによって、集落の各成員の船は、竿を
打ち込んでその周りに船を停めあうこともあれば、数キロ離れた場所に停泊している場合もある。陸と
同様、各集落の境界は明確ではない。しかし1979年以後、国家が水上集落の住民を陸の社－坊級の行政
単位下に布置したことにより、各集落ははじめて陸上の明確な行政的境界に従うことになった。
　1970年から2008年におけるフエの水上集落の地理的分布は、基本的に次のようなものである（番号は
上流から下流の順）： 
順番 集落名 集落の主な集住地点 主な生業
01 T
タ ン
ân L
ラップ
ập フオン川のバィッホー橋周辺およびケーヴァン川 建設資材用の砂採取、漁業、商売、賃労働
02 P
フ ー
hú T
ティエン
iền フオン川タンラップ集落の下 漁業、砂採取、商売、賃労働
03 L
ロ イ
ợi N
ノ ン
ông フオン川フーティエン集落の下 漁業、砂採取
04 T
チ ュ オ ン
rường Đ
ド
ộ
フオン川フーティエン集落とフースワン橋（モーイ橋）
の間
船の貸出、漁業
05 L
ロ イ
ợi T
タ イ ン
hành フオン川ドンバー市場の隣 漁業、商売、荷役作業
06 A
アン
n H
ホ イ
ội ドンバー川ザーホイ橋からドンバー橋の近くまで 船の貸出、竹・木材の運搬、商売、賃労働
07 P
フ ー
hủ C
カーム
am ドンバー川アンホイ集落の下、ドンバー橋の近く 漁業、竹・木材の運搬、商売、賃労働
08 T
タ ム
ân B
ブ ウ
ửu
ドンバー川フーカム集落の下、およびフオン川メー船着
場
漁業、商売、賃労働
09 L
ラ イ ン
anh C
カ イ ン
anh フオン川ロイタイン集落下、ダップダー近く 漁業
10 T
チ ョ ン
rọng Đ
ドゥック
ứ c
フオン川ラインカイン集落の隣、ヴィーザ坊側のコンへ
ンの先
漁業、商売、賃労働
11 N
グ ー
gư H
ホ
ộ
フオン川チョンドゥック集落の隣、バイザウ側のコンへ
ンの先
漁業
（1975年から2008年におけるフエ周辺の水上集落の分布図については本稿掲載の地図を参照されたい）
2 ．フエにおける水上居民の信仰―文化生活と生活様式
　集落の人々にとって船は移動の手段であり、水上の生業の手段であり、また住まいでもある。各船は
平均10～12人からなる一戸の家庭である。一隻の船に 2、 3世代、あるいは 4世代が共住するため、 1
戸当たり15人以上という世帯も多い。裕福な世帯に限っては親が新婚夫婦に一隻の船ないし「t
チ ョ ー ン
roòng」を
与えて自立させる。
　各船の長さは平均およそ12メートル、幅は2.5メートルで、主な材料は竹、木、アルミ、トタン、鋼、
鉄である。船体の前部は神台を祀り、貴重品を保管する空間であり、中央部は寝食と接客の場、そして
後部は調理場と、女性、子供の生活の場である。船の大部分は貧相で、汚く、劣化し、不衛生であるが、
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それはフエの船上生活者の物質文化の特徴ともいえる。 
　水上集落の住民は漁業、渡船の船頭などの肉体労働をはじめ、観光船の賃貸業、竹の運搬、建設材料
として売るための砂採取、水中の物質探索、水死体の引き上げ、陸上でのシクロ引き、バイクタクシー
の運転、市場での賃労働や荷役作業、行商、廃棄物の収拾などさまざまな職業を営んでいる。子どもは、
宝くじ売り、アイスクリーム売り、パン売り、靴磨き、物乞いなどをして稼ぐのだが、中には売春を行
う若い女性や、すり、窃盗をはたらく子どももわずかながら存在する。概して、水上居民の生活は困窮
極めるものであり、働いても十分な生活はできず、女子は就学を断念し早くから生計を立てるために働
くのである。
　それだけではない。雨季に入りフオン川の水量が増すと、水上集落の住民は陸上の木の根元や橋のた
もと、あるいは亭
ディン
（đình）や寺などの大きな建築物に錨を上げ、命の危険を伴う自然災害の危険から水
上での暮らしを守るのである。 
　フエの水上居民共同体は、歴史の各時代において極めて複雑かつ連続的に変遷してきたので、そこで
営まれる家族生活、社会的共同体、言語、文化、宗教信仰には、陸上の住民のそれらに比べて川との関
係が強く認められる。
1970年‒2008年のフエにおける水上集落の位置
（ 1．Tân Lập, 2 ．Phú Tiền, 3 ．Lợi Nông, 4 ．Trường Độ, 5 ．Lợi Thành, 6 ．An Hội, 7 ．Phủ Cam, 
8 ．Tân Bửu, 9 ．Lanh Canh, 10．Trọng Đức, 11．Ngư Hộ）
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　フエの水上居民の信仰は、この地域における農民の信仰を基礎として、祖先崇拝と仏教などの大宗教
が習合したものである。水上居民の大多数は仏教を信仰しているが15） 、それは均一に天仙聖教と習合し
ている。信仰において川の特色が最も現れているのが、母
マウトゥイ
水（Mẫu Thủy）（マウトアイ［Mẫu Thoải］16）、
あるいは婆
バー
水
トゥイ
［Bà Thủy］とも呼ばれる）信仰、すなわち水母信仰である。
　家族の神台は通常船体の前方に祀られている。仏の神台を前に、水神の各体をその後ろに配置し、菓
子や果物を供えるのが一般的である。各集落には水母、河
ハー
伯
バー
（Hà bá）、そして、その他の水神を祀るた
めの庵（am）や廟（miếu） が、川の砂州や河岸などに置かれている。
　聖母信仰はベトナムの多くの住民共同体に浸透している。四府公同のなかで、水母は三番目の聖母で
あり、陰性の神の化身とされ、女神の外観は水の神として敬われる17）。水上居民によって、水母は水上で
の生業を援助する主たる女神とみなされる。水上集落の人々は、家庭の信仰生活において日常的に水母
を祀るだけでなく、新年の儀礼や開水の神事などコミュニティーの儀礼においても水母祭祀を組織する
のである。 
　聖母信仰の様相は、陸上と水上とでは異なっている。陸の住民は「土地に土公神在り、川に河伯在り」
と考えるのだが、水上の住民は河伯だけでなく水母や他の神々を併せて祀るのである。とりわけ、フエ
の水上居民の水母信仰はチャム族の天依阿那女神信仰の影響を受けている18）。
　聖母信仰は神話とも関連する神信仰である。しかしながら発展と文化交渉の過程において、聖母信仰
は地方ないし民族の文化現象と調和、融合した。そのため毎年旧暦の 3月と 7月に行われるフエの聖母
15） Phan Hoàng Quýの “Sinh hoạt những vạn đò trên sông Hương trước 1975”, Nghiên cứu Huế, Tập 1, Trung tâm Nghiên 
cứu Huế, Huế, 1999年 , 138頁によると、1970年のフエ地方にある11水上集落1,709世帯のうち 5世帯はカトリックを
信仰し、残りの世帯は仏教を信仰している。
16） 母
マウトゥイ
水を中国の広東語式に読むとマウトアイとなる。
17） 四府公同は、上天母（Mẫu thượng Thiên）、 上岸母（Mẫu thượng Ngàn）、水母（Mẫu Thuỷ）、地母（Mẫu Địa）を祀
る。 聖母像の神棚において、水母は白地の服を着せられている。
18） 最も明確に体現されているのがホンチェン殿におけるフエ住民の聖母信仰である。
フオン川で漁をするラインカイン集落（20世紀初頭の資料）
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祭祀には、陸上居住や水上居住、あるいは貧富の差に関わりなくベトナムから多くの信者がフエ訪れ、
主要な儀礼が行われるフオン川岸のホンチェン殿に集まるのである。
　聖母祭祀は二日間にわたって行われる。数隻の船を結びつけて数隻の大きな「バン（bằng）」をつくる
のだが、各集落が 1～ 2隻の「バン」を用意する。その上で人々は赤、黄、桃色などで派手に飾られた
楼閣、宮殿、廟を、冥具を用いて作るのである。その目的は聖母に対して忠誠心を表すためであり、ま
た、周りで行われる神迎え行事に人々の注意を引きつけるためである。各「バン」には儀礼に服務する
シャーマン儀礼を行う人々の一集団、ハウヴァン隊（đội hầu văn）がいる。
　水母祭祀以外に、水上居民の年中行事には以下のような信仰儀礼がある。
―新年の祭祀儀礼（Lễ cúng đầu năm mới）は、旧暦の年初めに行われる祭祀で、年齢などにもとづ
いて、出航に適した日時や方角を選ぶために行われる（供物はキンマの葉とビンロウ樹、冥具など） 。
―漁業周期の年初めの祭祀儀礼（Lễ cúng đầu năm của chu kỳ đánh bắt）は、年初めの豊漁祈願祭で、
ドンバー川のフーカム集落（1920年の資料）
ドンバー川の水上集落（出典：www.vietbao.vn 2008）
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暮らしの安全と生業の発展、幸運を祈願する（供物は雌鶏、果物、菓子、二盆分の肉や魚、キンマの
葉とビンロウ樹、酒、花、冥具など）。
― 城
タインホアン
隍祭（Lễ tế Thành Hoàng）は、旧暦の 2 月15日に集落のコミュニティーハウス、すなわち亭
（đình）で行われる祈願祭で、翌日の16日まで行われる。多くの供物と共に牛、豚が奉納される。集落
同士で競う小舟の競争も行われる。
―漁業の始祖に対する祭祀（漁業を行う住民が 1年から 4年に一度行う） 
―三府祭祀（Lễ cúng Tam phủ）は、水上集落の住民にとって最も大きな儀礼。共同体性が強く、3、
4年に一度に集落ないしゾンホ単位で行う（供物は豚、鶏、冥具など）。
―水祭祀（Lễ cúng nước）は、水神に感謝し、平安を祈る。陸の土地に対する祭祀に相当する。
―旧暦 7月15日の祭祀（Lễ cúng Rằm tháng Bảy âm lịch）（前方に仏を祀る台を、その後ろに水神を
祀る神台を設置し、果物や菓子を供える。）
フオン川にあるラインカイン集落（2008年資料）
ドンバー川岸の水上集落にある水母と各水神を祀る庵 
（出典 : webcache.googleusercontent.com, 2010）
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―船と漁具に対する祭祀は、旧暦の年末に行われる（供物はキンマ、酒、花など。各世帯の経済状況
によって規模が異なる）。
―親族の安寧祈願法要（Lễ làm chay cầu an trong họ）は、12年に一度行われる。非業の死を遂げた
り、喪中に亡くなった身内の超脱を願うとともに親族の安寧を祈願する。神台には河伯、土神、その
他の各位が死者の身代わりである紙人形と共に配置される19）。
　これらの祭祀儀礼を行うだけでなく、水上の人々は生業や生活に関わる以下の禁忌に従って暮らして
いる。
―鉄木を用いて船を作らない（鉄木は亭や廟などの建設に用いる神聖な木なので、汚れることを前提
とする船の建設には用いない。）
―仕事中は知らない人間を船に乗せない。
―魚を捕っている時は水の中で河伯とカワウソの名をそのまま呼ばない。また、浅瀬では虎、猫、猿
の名を呼ばない。（「カワウソ様」のように敬称を用いて呼ばねばならない）20） 。
―船の上で網、漁具、砂採取の道具を跨いではならない。
―水上居民の子どもや知らない者が水に落ちて溺死しそうになっても、目印の竿を立てるだけで直ぐ
に救助してはならない。その死が確実になった時点で死体を引き上げる（一命を救助すれば自らがそ
の代償となるか、仕事中に不幸に見舞われる―と考える水上居民が、河伯に復讐されることを恐れ
るからである。）
19） Phan Hoàng Quý, 前掲書，1999年，141頁 .
20） 聖母信仰では聖母像の神棚の下に五
グーホー
虎（Ngũ Hổ）と蛇
オンローッ
（Ông Lốt）が祀られている。ベトナムの民間信仰において、
虎は山林の領主、蛇は河川の神とみなされているため、それらを直接の名称で呼ぶことはタブーとされる。
水母（フエ、シン村の祭祀図）
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3 ．陸上居民と水上居民の社会関係
　フエの陸上居民は、水上居民のことを貧しく、教育の程度が低く、やっかいな、最も軽蔑すべき人々
であるとみなしている。そうした軽蔑のため、水上居民は陸の人々の対して開放的ではなく、常に距離
をおいて生活している。陸上居民は水上居民を「ノオック（nôốc‒船）」という蔑称で呼ぶのだが、「ノオ
ック」は徐々に、純粋で無知な人、あるいはきちんとした服装や色合いのとれた服装ができない人など
を蔑視する際の言葉として用いられるようになった。
　陸に暮らすフエ人に比べて、水上居民の話し方はより荒く、農村的な語彙を多く用い、素朴で、あま
り飾り立てない。とりわけ、彼らの言葉は多くの子音が訛っており、「tr（チュ）」を 「t（トゥ）」、「 nh
（ニュ）」 を 「dz（ズ）」、「d（ズ）」 を「đ（ドゥ）」と発音するのである （例えば「カイチェー（cây tre）」
すなわち「竹」を「カイテー （cây te）」と発音し、「カーイニャー （cái nhà）」すなわち「家」を「カー
イジャー  （cái dzà）」と発音し、「ズゥーイ （dưới）」すなわち「（～の）下」を「ドゥーイ （đưới）」と
発音する）。そのため、水上居民は陸上居民に見下され、田舎くさい話し方の人々とみなされるのであ
る。
　水上居民の女性たちは、漁業以外にも賃労働、行商、空瓶の収拾などで生計を立てている。多くの女
性は失業などで行き詰まることがあり、中には売春行為を行う者もある。彼女たちは自分の船か、ある
いは水上集落の雇い主の船を使って仕事をする。このようなことから、陸の住民は、売春を行う水上集
落の女性を「ディードー（đĩ đò）」すなわち「船の売春婦」と呼び軽蔑するのである。
　婚姻関係においても、陸上居民の水上居民に対する社会的な差別はかなり深刻に存在している。恋愛
や結婚は大抵が水上居民同士でおこなう。「ノオック」の人間を妻や夫にすることに対する陸上居民の嫌
悪感は未だに根強く、両者の通婚の事例は極めて稀である。あるとしても、多くの場合は陸上居民側の
家族や親族に咎められるか、村の人々に蔑まれることになるのである。
　大人だけではなく、子どもたちも、陸上居民のコミュニティーにある学校において、陸の子どもから
受ける差別に耐えねばならない。水上居民が陸の定住地に移り住んだとしても、陸上の住民はその近く
に住んだり、共住したりすることを避ける傾向がある。
　教育の程度が低く、生活の条件にも恵まれず、大した資財も持たない水上居民は、市場の荷役人や家
主の召し使いになるか、あるいは、低賃金で働いたり、廃棄物を収拾したり、頻繁に盗みを働いたりす
る。水上集落の出身者が学問の分野で成功したり、社会に敬意を持たれる企業家に成り得る例は極めて
少ない。
　彼らには死者を埋葬する土地や、親族集団あるいは集落の墓地もない。陸の住民は自分たちの土地に
水上居民を埋葬させないので、水上集落の住民は死者を埋葬するための土地を購入しなければならない。
貧しすぎて土地が買えない場合は河岸の未開拓地―大抵は上流部の河岸丘―を探して埋葬するので
ある。水上居民が、何世代も前の祖先が埋葬されている墓の場所を忘れたり、自分の故郷についてあま
り覚えていなかったりするのはこうした理由によるところが大きい。 
＊　＊　＊
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　フエ周辺の水上居民は、長期にわたって形成されたコミュニティーの歴史を有し、その起源は極めて
複雑である。この社会的共同体は、都市部における水上居民に特殊な生活環境にあり、歴史を通じてフ
エという都市と密接に関わりながら存在してきた。
　フエ周辺の水上居民の信仰・文化面における生活と習慣は非常に独創的で、独特である。水上にカラ
フルな筏を浮かべる各水上集落は、フオン川の静かな流れと古都の風情ある自然画のような水上の船群
をもって、フエという平穏で詩的な地方の特色を創りだした。
　フエの水上居民にとって、陸の人々との関係は未だ縮まることのない距離で遮られており、彼らと統
一した集団を形成するには至っていない。この距離を埋めるには、水上居民の陸への定住化と知的水準
の向上に関心を払い、就労状況の改善を進めることである。恐らく、それらが効果的な解決方法であり、
彼らが社会に溶け込むための助けとなるだろう。
　当然のことながら、複雑で歴史的に厚みのある起源をもつ水上の人々が、社会に自然に溶け込められ
る環境を迅速に創りだすことは容易ではない。しかし、地方政権の現在の的確なやり方と社会一般の趨
勢によって、陸の人々と水上居民の間にある生活様式および心理的な距離は、時間と共に、また現代の
生活リズムに応じて徐々になくなっていくだろう。
フオン川コンへン三差路にあるチョンドゥック集落とグーホ集落
（出典 : www.donghuongtth.com, 2009）
